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神道政治連盟京都府本部

本部長　梶　　道　嗣

巻
頭
言維

新
は
敵
か
？
味
方
か
？配

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
急
激
な
中
国
化
が

進
ん
で
い
る
。
ご
承
知
の
Ｉ
Ｒ
事
業
に
お
い
て
中

国
系
カ
ジ
ノ
誘
致
・
建
設
問
題
、
西
成
区
の
中
国

特
区
騒
動
等
、
単
に
一
部
の
業
界
の
話
だ
け
で
は

な
く
、
広
く
一
般
庶
民
に
影
響
す
る
レ
ベ
ル
ま
で

浸
透
し
て
き
て
い
る
。
公
務
員
の
首
は
次
々
と
切

ら
れ
、
そ
の
労
働
力
の
穴
埋
め
と
し
て
人
材
派
遣

会
社
が
入
り
、
多
く
の
中
国
人
に
取
っ
て
代
わ
っ

て
い
る
。
関
西
国
際
空
港
と
い
う
日
本
の
玄
関
口

に
も
多
く
の
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
入
り
込
み
、
今

や
大
阪
は
中
国
人
だ
ら
け
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

我
が
京
都
に
も
、
中
国
本
土
か
ら
多
く
の
観
光
者

が
や
っ
て
く
る
が
、
そ
の
接
待
役
の
大
半
を
中
国

人
が
占
め
る
日
が
近
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い

る
。
客
も
接
待
者
も
同
じ
民
族
だ
と
海
外
旅
行
の

意
味
も
無
い
が
、
そ
れ
よ
り
こ
の
時
点
で
完
全
に

そ
の
都
市
は
そ
の
民
族
に
事
実
上
占
拠
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

官
僚
や
議
員
秘
書
か
ら
漏
れ
伺
う
に
は
、
霞
が

こ
こ
数
年
、
政
界
に
お
い
て
勢
力
を
拡
大
し
て

い
る
日
本
維
新
の
会
は
、
発
足
当
初
愛
国
保
守
を

謳
い
、
現
在
で
は
発
祥
の
地
の
大
阪
は
勿
論
の
こ

と
、
我
が
国
、
我
が
故
郷
近
辺
を
支
配
す
る
ほ
ど

に
拡
大
し
た
。
愛
国
保
守
と
聞
け
ば
、
我
々
と
考

え
が
近
い
政
党
で
あ
る
と
思
う
の
が
普
通
で
は
あ

る
の
だ
が
、
こ
の
政
党
が
こ
こ
ま
で
躍
進
し
て
き

た
経
緯
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
幾
つ
か
不
自

然
な
点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

今
で
も
よ
く
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
大
阪
府
知
事

や
大
阪
市
長
を
歴
任
し
た
橋
下
徹
氏
は
、
市
長
時

代
、
市
民
に
黙
っ
て
大
阪
の
電
力
と
い
う
重
要
な

財
産
を
中
国
共
産
党
に
売
却
し
て
い
た
こ
と
が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
。
日
本
企
業
二
社
が
入
札
に
よ
っ

て
受
注
し
た
大
阪
湾
岸
の
咲
洲
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
、
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
中
国
の
電
力
会

社
で
あ
る
上
海
電
力
が
参
入
、
今
日
に
至
る
ま
で

共
同
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
以
外
に
も
、
大
阪
維
新
の
会
が
大
阪
を
支
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関
で
は
維
新
議
員
の
評
判
が
芳
し
く
な
い
と
い

う
。
一
年
目
の
議
員
か
ら
横
柄
な
態
度
で
官
僚
に

詰
め
寄
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
普
通
一
年
目
議

員
は
、
多
く
の
場
合
政
治
に
対
し
て
は
素
人
で
あ

る
た
め
低
姿
勢
で
接
し
て
く
る
者
が
殆
ど
で
あ

り
、
そ
れ
が
霞
ヶ
関
で
の
暗
黙
の
礼
儀
で
も
あ
る

そ
う
だ
。
舐
め
ら
れ
た
ら
い
け
な
い
と
の
党
上
層

部
の
指
示
も
あ
り
、
上
か
ら
目
線
で
の
対
応
を
し

て
く
る
と
い
う
。
あ
る
官
僚
は｢

こ
う
し
た
党
か

ら
は
大
人
物
は
出
な
い
で
し
ょ
う
。｣

と
ま
で
言
っ

て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
大
阪
で
は
通
用
し
て

も
、全
国
レ
ベ
ル
で
は
許
容
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

地
方
議
員
に
お
け
る
重
要
な
役
割
の
一
つ
に
中

央
省
庁
と
の
連
携
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

連
日
、
全
国
最
多
の
死
亡
者
数
と
報
じ
ら
れ
、
吉

村
知
事
が
次
第
に
い
ら
立
ち
を
見
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
死
亡
者
数
が
全

国
最
多
の
大
阪
府
。
二
月
十
九
日
ま
で
の
累
計
死

者
数
は
三
五
七
九
人
で
、
人
口
が
一
、五
倍
の
東

京
の
三
四
三
一
人
を
上
回
っ
て
い
る
。
昨
年
十
二

月
十
七
日
以
降
の
第
六
波
で
は
、
大
阪
の
新
規
感

染
者
数
約
三
十
七
万
人
、
東
京
が
約
五
十
一
万
人

だ
が
、
死
亡
者
数
は
大
阪
が
五
一
五
人
、
東
京
は

二
五
九
人
と
大
き
く
逆
転
し
て
い
る
。
病
院
に
電

話
し
て
も
受
け
て
も
ら
え
ず
、
病
床
使
用
率
は
東

京
が
五
九
、九
％
に
対
し
、
大
阪
は
七
七
、八
％

（
二
月
十
九
日
時
点
）。
重
症
病
床
の
使
用
率
は

四
〇
、四
％
で
「
非
常
事
態
の
目
安
」
の
四
〇
％

を
超
え
て
い
た
。
上
か
ら
目
線
で
は
官
僚
は
動
か

な
い
。

日
本
維
新
の
会
は
保
守
な
の
か
？
。
そ
れ
な
ら

大
阪
の
財
政
再
建
を
建
前
に
中
国
共
産
党
と
手
を

組
む
の
は
何
故
か
。
愛
国
を
党
是
に
掲
げ
る
が
日

本
国
民
で
あ
る
大
阪
府
民
を
、
党
の
躍
進
と
自
身

の
見
栄
の
為
、
中
央
省
庁
と
の
連
携
を
断
ち
、
全

国
一
の
感
染
率
と
死
者
率
を
あ
げ
、
多
く
の
国
民

を
死
に
追
い
や
っ
た
責
任
を
ど
う
取
る
の
か
。
こ

の
二
つ
の
説
明
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
な
い
限
り
、

日
本
維
新
の
会
は
、
左
翼
系
リ
ベ
ラ
ル
の
政
策
を

推
し
進
め
る
政
党
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
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幹
事
長　

　

藤　

森　

長　

正

こ
の
四
月
、
統
一
地
方
選
挙
が
執
り
行

わ
れ
た
。

四
月
九
日
投
開
票
の
前
半
戦
で
は
、
京
都
府
議

会
（
定
数
六
〇
）
と
京
都
市
会
（
同
六
七
）
の
議

席
を
争
う
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
今
回
の

選
挙
は
、
維
新

の
台
頭
も
あ
り

大
変
厳
し
い
選

挙
と
な
り
、
結

果
我
々
の
同
士

議
員
も
数
名
涙

を
の
む
こ
と
と

な
っ
た
。
選
挙

後
、
維
新
の
飛

躍
を
み
た
国
民
府
連
が
「
非
自
民
、
非
共
産
の
中
道

勢
力
結
集
を
目
指
す
」
と
し
て
合
流
を
提
案
。
現
在
、

国
民
と
維
新
が
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
新
会
派
結
成

に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

府
議
選
で
は
維
新
九
人
、
国
民
四
人
が
当
選
。
両

党
で
計
十
三
人
の
会
派
と
な
り
、
自
民
（
二
八
人
）

に
次
ぐ
第
二
会
派
と
な
る
。
市
議
選
で
も
議
席
数
を

伸
ば
し
た
維
新
一
〇
人
と
国
民
三
人
に
加
え
、
維
新

と
統
一
会
派
を
組
む
京
都
党
五
人
を
含
め
る
計
一
八

人
の
勢
力
は
、
共
産
（
一
四
人
）
を
上
回
り
、
自
民

（
一
九
人
）
に
迫
る
。
実
現
す
れ
ば
、
新
会
派
は
自

民
党
に
次
ぐ
第
二
会
派
と
な
る
。
両
議
会
の
勢
力
図

の
変
更
は
、
府
と
市
の
行
政
運
営
の
み
な
ら
ず
、
来

年
に
控
え
た
京
都
市
長
選
に
も
影
響
す
る
で
あ
ろ

う
。

投
票
率
は
府
議
選
が
四
〇
・
二
三
％
、
京
都
市
議

選
が
三
九
・
八
五
％
だ
っ
た
。

二
十
三
日
投
票
日
の
後
半
戦
は
、
京
都
府
内
二
つ

の
市
長
選
挙
と
八
つ
の
議
会
議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

京
田
辺
市
長
選
に
お
い
て
は
無
投
票
、
向
日
市
長

選
挙
は
、
現
職
と
新
人
が
立
候
補
し
一
騎
打
ち
、
木

津
川
市
長
選
挙
は
、
現
職
の
引
退
に
伴
い
新
人
三
つ

巴
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
も
何
れ
も
快
勝
。
市
町

村
議
会
議
員
選
挙
は
、
福
知
山
市
（
定
数
二
四
）・

宇
治
市
（
同
二
八
）・
城
陽
市
（
同
二
〇
）
・
八
幡

市
（
同
二
一
）
・
京
田
辺
市
（
同
二
〇
）・
木
津
川
市

（
同
二
〇
）
・
久
御
山
町
（
同
一
四
）・
和
束
町
（
同

一
〇
）
の
五
市
二
町
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
維

新
は
躍
進
す
る
も
、
立
憲
民
主
・
共
産
候
補
者
の
落

選
が
見
ら
れ
辛
う
じ
て
現
状
を
維
持
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

今
後
は
、
六
月
十
八
日
に
南
山
城
村
長
選
、
八

月
に
井
手
町
長
選
、
向
日
市
議
会
議
員
選
（
定
数

一
八
）
、
十
月
に
精
華
町
長
選
、
十
一
月
に
亀
岡
市

長
戦
が
行
わ
れ
、
来
年
二
月
に
行
わ
れ
る
京
都
市
長

選
挙
ま
で
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
万
全
の
体
制
を

も
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

総
  括

統
一

地
方

選
挙
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京
都
府
議
会
・
京
都
市
会

神
道
議
員
連
盟
合
同
研
修
会

当
会
で
は
、
京
都
府
議
会
及
び
京
都
市

会
の
自
民
党
議
員
団
に
お
い
て
神
道
議
員

連
盟
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
、
定
期
的
に

研
修
会
や
懇
談
会
を
行
い
、
政
策
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
や
当
会
講
師
に
よ
る
勉
強

会
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
は
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

京
都
に
於
い
て
三
月
十
一
日
、
当
連
盟
が

推
薦
し
、
現
在
参
議
院
四
期
目
を
お
務
め

い
た
だ
い
て
い
る
有
村
治
子
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、
二
十
八
名
の
府
議
・
市
議

の
先
生
方
、
そ
し
て
当
会
役
員
・
会
員

二
十
七
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
は
、
藤
森
幹
事
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
主
催
者
で
あ
る
当
本
部
梶
本
部

長
お
よ
び
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
両
神

道
議
員
連
盟
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
道

政
治
連
盟
石
川
正
人
副
会
長
お
よ
び
京
都

府
神
社
庁
田
中
恆
清
庁
長
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。
次
に
研
修
会
に
移
り
、
有
村

治
子
先
生
が
演
壇
に
立
た
れ
、「
歴
史
的

転
換
期
に
立
つ
日
本　

保
守
の
役
割
を
考

え
る
」
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

先
生
は
、「
戦
後
の
歴
史
」
と
い
う
も

の
は
今
年
で
七
十
五
年
余
り
と
な
り
、
明

治
維
新
か
ら
後
の
近
代
国
家
百
五
十
年
の

半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

七
十
五
年
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
現
役
の
世

代
が
作
っ
て
き
た
歴
史
で
あ
る
。
安
倍
元

総
理
の
国
葬
に
つ
い
て
、
あ
れ
ほ
ど
激
し

い
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
死
者
を
侮
蔑
す

る
一
部
の
国
民
の
姿
を
み
て
「
こ
れ
が
戦

争
に
負
け
る
と
い
う
こ
と
か
」
と
感
じ
た
。

そ
れ
は
、
戦
後
教
育
を
含
め
「
国
」
と
い

う
も
の
に
思
い
を
致
さ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
弊
害
な
の
で
は
な
い
か
。

安
倍
元
総
理
は
国
益
を
第
一
に
考
え
行

動
さ
れ
て
お
り
外
国
の
元
首
は
皆
そ
の
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
が
、
日
本
人
が
一
番

理
解
出
来
て
い
な
い
。
日
本
人
の
良
き
国

民
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

戦
後
、
私
た
ち
個
人
が
国
や
社
会
を
形

成
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
主
体
的
な
意
識

は
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
の

安
全
が
あ
っ
て
初
め
て
個
人
の
平
和
が
保

た
れ
る
の
だ
。
戦
後
語
ら
れ
る
こ
と
が
無

く
な
っ
た
「
国
」
に
つ
い
て
、
今
こ
そ
考

え
る
べ
き
時
で
あ
る
。

と
語
ら
れ
、
国
力
や
国
家
へ
の
意
識
を
持

つ
こ
と
の
重
要
性
を
、
種
々
の
例
を
挙
げ

ら
れ
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
唱
歌
「
蛍
の
光
」
の
三
・
四

番
が
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
歴

史
を
語
ら
れ
、
皆
で
四
番
ま
で
合
唱
し
研

修
会
を
終
了
し
た
。

	

（
堀
川
副
幹
事
長
）



第
一
部
　
慰
　
霊
　
祭

去
る
令
和
四
年
十
一
月
十
六
日
、
恒

例
に
よ
る
京
都
府
戦
歿
英
霊
追
悼
慰
霊

祭
お
よ
び
時
局
講
演
会
を
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
を
会
場
に
、
厳
粛

に
斎
行
し
た
。

本
年
度
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
鑑
み
、
や

や
席
の
間
を
大
き
く
と
り
人
数
を
制
限

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

慰
霊
祭
は
、
ま
ず
国
歌
斉
唱
、
「
海

ゆ
か
ば
」
の
合
唱
か
ら
始
ま
り
、
室
川

副
本
部
長
が
斎
主
を
務
め
、
以
下
神
社

庁
祭
儀
部
員
に
よ
り
祭
員
及
び
伶
人
を

お
務
め
い
た
だ
い
た
。
祭
典
中
に
は
、

京
都
府
戦
歿
英
霊
追
悼
慰
霊
祭 

及
び 

時
局
講
演
会

巫
女
に
よ
っ
て
、
御
霊
慰
め
の
「
浦
安

の
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
た
。	

そ
の
後
、
斎
主
以
下
祭
員
玉
串
拝

礼
の
後
、
梶
本
部
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
そ
れ
ぞ
れ
に
玉
串
を
手
に
取
り
、

ご
拝
礼
い
た
だ
い
た
。

第
二
部
　
式
典
・
講
演
会

慰
霊
祭
終
了
の
後
、
京
都
府
神
社

庁
及
び
京
都
府
神
社
総
代
会
と
合
同
に

て
、
国
民
精
神
高
揚
運
動
合
同
研
修
会
・

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
時
局
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。
先
ず
初
め
に
梶
本
部

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
そ
の
後
来
賓
を
代

表
し
て
当
本
部
顧
問
・
京
都
府
神
社
庁

林
秀
俊
副
庁
長
、
京
都
市
会
神
道
議
員

連
盟
山
本
恵
一
副
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
ご

挨
拶
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化

研
究
所
主
任
研
究
員	

今
泉
宣
子
先
生

よ
り
『
明
治
神
宮
の
戦
後
復
興
〜
占
領

政
策
か
ら
復
興
奉
賛
ま
で
』
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

内
容
の
抄
録
は
次
の
通
り
。

今
泉
先
生
は
、
神
社
と
は
関
係
の
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無
い
ご
家
庭
に
生
ま
れ
ら
れ
た
が
、
学

生
時
代
よ
り
嗜
ん
で
お
ら
れ
た
合
気
道

を
、
明
治
神
宮
至
誠
館
で
稽
古
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
ご
縁
で
明
治
神
宮
に

関
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
。
後
に

國
學
院
大
學
で
神
職
資
格
を
取
得
さ
れ

明
治
神
宮
国
際
文
化
研
究
所
で
研
究
員

を
務
め
に
な
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
神
宮
は
、
昭
和
二
十
年
の
山
の

手
大
空
襲
に
よ
り
御
本
殿
・
拝
殿
を
始

め
大
方
の
建
造
物
が
焼
失
し
た
。
し
か

し
、
神
宮
の
杜
は
、
空
襲
で
焼
け
出
さ

れ
た
渋
谷
や
原
宿
の
民
衆
を
守
っ
た
。

大
正
時
代
の
初
め
、
明
治
天
皇
の
崩

御
後
す
ぐ
に
明
治
神
宮
建
設
の
動
き
は

民
間
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心

人
物
の
一
人
は
渋
沢
栄
一
で
あ
っ
た
。

帝
都
東
京
に
相
応
し
い
品
格
の
あ
る
神

社
を
民
間
の
力
で
造
り
た
い
と
、
東
京

商
工
会
議
所
で
明
治
神
宮
設
立
計
画
が

練
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
点
で
内
苑
と
外

苑
を
造
る
こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

う
い
っ
た
計
画
を
元
に
、
内
苑
は
国
費
、

外
苑
は
広
く
国
民
の
寄
付
を
集
め
建
設

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
奉
賛
会
が
民

間
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
約
一
千
万

円
の
浄
財
を
集
め
、
外
苑
建
設
の
た
め

奉
納
し
た
。
ま
た
、
全
国
よ
り
約
十
万

本
の
献
木
が
あ
り
、
の
べ
十
一
万
人
に

及
ぶ
青
年
の

勤
労
奉
仕
に

よ
っ
て
明
治

の
杜
が
造
苑

さ
れ
た
。
そ

の
杜
は
、
樹

木
学
者
達
が

百
年
後
を
見

据
え
た
造
苑

計
画
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

終
戦
後
の
明
治
神
宮
は
、
焼
け
野

原
に
建
て
ら
れ
た
小
さ
な
仮
社
殿
か
ら

再
出
発
し
た
。
米
国
は
占
領
政
策
と
し

て
、
明
治
神
宮
な
ど
明
治
維
新
後
に
建

て
ら
れ
た
神
社
は
国
家
主
義
的
施
設
と

し
て
廃
棄
も
検
討
さ
れ
た
が
、
幸
い
回

避
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
諾
後
か
ら
神
道
指
令
発
令
に
至
る
ま

で
の
、
様
々
な
交
渉
の
成
果
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
心
に
は
皇
典
講
究
所
の
吉

田
茂
、
神
宮
奉
斎
会
の
宮
川
宗
徳
、
当

時
の
神
社
界
き
っ
て
の
論
客
葦
津
珍
彦

ら
が
い
た
。
彼
ら
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
様
々

な
交
渉
や
神
社
界
側
の
激
し
い
議
論
の

末
、
今
後
は
政
府
に
頼
ら
な
い
組
織
の

も
と
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
神
社
本

庁
が
設
立
さ
れ
、
明
治
神
宮
も
そ
の
一

員
と
な
っ
た
。

一
方
、
外
苑
は
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
、

外
国
人
達
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
と
な
っ
て
い

た
。
戦
前
よ
り
神
社
境
内

地
は
国
有
化
さ
れ
て
い
た

の
で
、
戦
後
は
そ
の
必
要

性
に
応
じ
無
償
ま
た
は
有

償
の
払
い
下
げ
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

明
治
神
宮
は
、
外
苑
も
宗

教
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
無

償
の
払
い
下
げ
を
申
請
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
そ
れ
を
な
か
な
か
認
め
な
か
っ

た
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
体
育
施
設
を

利
用
し
て
い
た
各
種
体
育
団
体
や
文
部

省
が
、
外
苑
の
帰
属
を
公
的
機
関
に
す

る
よ
う
求
め
て
い
た
。
し
か
し
交
渉
の

結
果
、
明
治
神
宮
側
が
外
苑
の
管
理
運

営
を
各
界
の
有
識
者
に
よ
る
管
理
委
員

会
に
委
ね
る
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
で

体
育
団
体
等
の
態
度
は
軟
化
し
、
昭
和

二
十
七
年
、
無
事
時
価
半
額
の
払
い
下

げ
が
決
定
し
た
。
し
か
し
そ
の
翌
年
、

か
ね
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
を
検
討

し
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

は
、
外
苑
競
技
場
を
改
造
し
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
競
技
場
と
す
る
案
を

議
決
し
、
国
を
交
え
た
幾
多
の
協
議
を

経
て
外
苑
競
技
場
を
国
に
譲
渡
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
後
の
国
立
競
技

場
で
あ
る
。

戦
後
復
興
の
重
要
な
動
き
と
し
て
明

治
神
宮
崇
敬
会
の
設
立
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
明
治
二
十
一
年
の
仮
社
殿
へ
の
仮

遷
座
を
機
に
結
成
さ
れ
、
四
年
後
の
昭

和
二
十
五
年
に
行
わ
れ
た
御
鎮
座
三
十

年
の
諸
儀
式
を
無
事
完
遂
さ
せ
た
。
そ

の
後
二
十
八
年
に
は
明
治
神
宮
復
興
奉

賛
会
が
崇
敬
会
と
は
別
に
組
織
さ
れ
、

当
初
の
目
標
を
超
え
る
六
億
円
以
上
の

浄
財
を
集
め
、
御
本
殿
以
下
御
社
殿
の

復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
表
参
道
の
二
百
本
に
及
ぶ
ケ

ヤ
キ
並
木
も
、
空
襲
に
よ
り
ほ
ぼ
焼
け

落
ち
て
し
ま
っ
た
が
、
原
宿
で
造
園
業

を
営
む
崇
敬
者
が
自
費
で
苗
木
を
植
え

見
事
復
活
さ
せ
た
。

こ
う
し
て
昭
和
三
十
三
年
、
新
し
く

建
造
さ
れ
た
新
社
殿
へ
の
遷
座
祭
が
行

わ
れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
親
拝
を

賜
っ
た
。

明
治
神
宮
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
令
和

二
年
に
創
建
百
年
を
迎
え
た
。
今
、
明

治
神
宮
創
建
の
精
神
の
原
点
に
立
ち
帰

り
見
つ
め
直
し
再
確
認
す
る
時
期
に
あ

る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
歴
史
に
こ
そ
未

来
を
思
い
描
く
思
考
の
原
点
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（
堀
川
副
幹
事
長
）
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沖
縄
・
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団　
　
会
計
職
務
代
行
者
　
六
人
部
　
是
充

慰
霊
祭
は
今
回
で
二
十
一
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
も
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
こ

う
し
て
慰
霊
祭
を
実
施
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
我
々
の

思
い
を
伝
え
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
参
加
者
は
変
わ
れ
ど
も
、
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
べ
き
当
本
部
の
大

切
な
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
、
バ
ス
で
太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
の
荒
波
が
打

ち
寄
せ
る
沖
縄
本
島
最
北
端
の
岬
で
あ
る
「
辺
古
岬
」

に
向
か
い
ま
し
た
。
断
崖
か
ら
水
平
線
上
に
鹿
児
島
県

与
論
島
が
望
め
る
岬
の
中
心
に
は
「
日
本
祖
国
復
帰
闘

争
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄
が
、
昭
和
四
十
七
年
日
本
に
返

還
さ
れ
た
証
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

次
に
琉
球
神
話
に
も
語
ら
れ
る
「
大
石
林
山
」
を
見

学
。
約
二
億
五
千
万
年
前
の
石
灰
岩
が
長
い
歳
月
を
か

け
て
侵
食
さ
れ
て
で
き
た
世
界
最
北
端
の
熱
帯
カ
ル
ス

ト
地
形
で
あ
り
、
古
来
聖
な
る
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

奇
岩
や
巨
石
、
亜
熱
帯
の
森
、
大
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
様
々

な
表
情
を
み
せ
る
大
石
林
山
は「
や
ん
ば
る
国
立
公
園
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
沖
縄
の
文
化
や
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
琉
球
村
」
を
訪
れ
た
後
、
那
覇
空
港
を
出
発
。
伊
丹

空
港
に
て
解
団
式
を
行
な
い
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

私
は
今
回
「
沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
研
修
旅
行
」

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

沖
縄
の
地
に
降
り
た
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
慰
霊
祭
で
は
若
輩
者
な
が
ら
祭
員
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
参
加
す
る
機

会
に
出
会
え
た
こ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

去
る
令
和
四
年
十
二
月
七
日
及
び
八
日
の
二
日
間
、

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
主
催
の
「
沖
縄
・
京
都
の

塔
慰
霊
参
拝
団
研
修
旅
行
」
が
行
な
わ
れ
、
梶
道
嗣
本

部
長
を
始
め
、
総
勢
二
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
、
早
朝
伊
丹
空
港
に
集
合
し
結
団
式
の
後
沖

縄
へ
。
那
覇
到
着
後
、
ま
ず
沖
縄
県
護
国
神
社
参
拝
。

次
に
、波
上
宮
を
正
式
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
激
戦
地
で
あ
っ
た
宜
野
湾
市
嘉
数
高
台

公
園
内
に
建
立
さ
れ
た
「
京
都
の
塔
」
で
慰
霊
祭
を
斎

行
し
ま
し
た
。
祭
典
を
斎
行
す
る
に
あ
た
り
波
上
宮
の

職
員
の
方
々
に
社
務
多
忙
の
中
斎
場
等
準
備
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
慰
霊
祭
の
奉
仕
員
は
、
後
藤
重
和
副
本
部
長

が
斎
主
を
務
め
、
祭
員
と
し
て
稲
本
高
続
副
幹
事
長
と

私
、
舞
人
と
し
て
京
都
女
子
神
職
会
よ
り
六
人
部
美
恵

子
・
松
井
三
紀
両
氏
、
典
儀
は
藤
森
長
正
幹
事
長
が
務

め
ま
し
た
。
式
次
第
は
、
祭
典
に
先
立
ち
ま
ず
国
旗
掲

揚
国
歌
斉
唱
が
あ
り
、
次
に
斎
主
以
下
参
進
、
修
祓
、

斎
主
一
拝
、
献
饌
、
祭
詞
奏
上
、「
常
永
遠
の
舞
」
奉

納
、「
海
ゆ
か
ば
」
合
唱
、「
鎮
魂
頌
」
奉
奏
、
玉
串
拝

礼
、
撤
饌
、
斎
主
一
拝
、
斎
主
以
下
退
下
、
最
後
に
梶

本
部
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
沖
縄
戦
で

戦
歿
し
た
京
都
府
出
身
者
の
御
霊
は
二
五
三
六
柱
に
及

び
、
参
加
者
は
各
々
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
厳
粛
の
う
ち

に
祭
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。
祭
典
中
は
風
が
強
く
、
時

折
行
き
交
う
戦
闘
機
の
よ
う
な
爆
音
が
聞
こ
え
て
き
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
こ
こ
は
米
軍
普
天
間
基
地

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
風
景
を
見
な
が
ら
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
現
実

が
こ
こ
に
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
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資
料
館
は
一
見
倉
庫
の
よ
う
な
建

物
で
、
中
に
は
北
朝
鮮
の
工
作
船
の
実

物
が
そ
の
ま
ま
き
っ
ち
り
と
収
ま
っ
て

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

展
示
の
工
作
船
は
、
平
成
十
三
年

十
二
月
に
奄
美
大
島
西
方
海
域
に
て
、

海
保
巡
視
船
等
の
停
止
命
令
に
従
わ
ず

逃
走
し
、
攻
撃
し
て
き
た
う
え
自
沈
し

た
も
の
を
、
後
日
政
府
決
定
に
よ
り
引

揚
げ
ら
れ
た
船
で
す
。

全
長
約
三
十
メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数

四
十
四
ト
ン
の
見
る
か
ら
に
粗
野
な
造

り
の
船
で
は
あ
り
ま
す
が
、機
銃
や
砲
、

ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
等
々
多
数
の
武

器
を
積
ん
で
い
て
、
実
際
海
保
の
艦
に

向
け
そ
れ
ら
を
使
用
し
て
い
た
と
の
こ

と
。
そ
の
た
め
巡
視
艇
は
損
傷
し
、
海

上
保
安
官
三
名
の
方
も
負
傷
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
私
自
身
は
、
今
回
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
く
ま
で
、
こ
の
事
件
の
こ
と

を
全
く
失
念
し
て
お
り
、
大
い
に
恥
じ

入
っ
た
次
第
で
す
。

既
に
先
の
大
戦
よ
り
早
七
十
八
年

と
な
っ
た
今
、
英
霊
へ
の
感
謝
と
慰
霊

の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
次

の
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
く
た
め
の
活
動

と
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
世
界
と
日
本
の
秩
序
を

守
る
た
め
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
、
問

い
か
け
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

桜
前
線
の
到
来
が
間
近
と
な
っ
た

三
月
八
日
、
京
都
府
関
係
祭
神
慰
霊
祭

の
た
め
靖
國
神
社
へ
慰
霊
参
拝
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
拝
団
は
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
二
十
九
名
の
ご
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
朝
い
つ
も
の
よ
う
に
京
都
駅

南
口
で
結
団
式
の
後
、
新
幹
線
で
品
川

ま
で
。
そ
の
後
は
貸
し
切
り
バ
ス
に
て

の
移
動
で
靖
國
神
社
へ
入
り
、
粛
々
と

慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。例

年
は
三
月
末
あ
た
り
で
の
慰
霊

参
拝
の
た
め
、
靖
國
神
社
の
境
内
は
桜

が
満
開
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年

は
標
本
木
も
ま
だ
ま
だ
蕾
が
固
い
状

態
。
そ
の
反
面
、
当
会
が
平
成
二
十
三

年
に
招
魂
斎
庭
に
献
木
の
一
本
は
河
津

桜
の
た
め
開
花
が
早
く
、
い
つ
も
は
葉

桜
し
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
、
今
年
は
ま
た
ま
だ
十
分
に
見
ご

ろ
。
植
樹
当
時
を
ご
存
知
の
諸
先
輩
方

が
「
初
め
て
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
」
と
口
を
揃
え
る
よ
う
に
喜
ん
で
お

ら
れ
た
の
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

昼
食
は
横
浜
中
華
街
に
準
備
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
た
め
そ
こ
ま
で
バ
ス

に
て
し
ば
し
の
移
動
。
そ
の
後
赤
レ
ン

ガ
パ
ー
ク
で
、
海
上
保
安
資
料
館
横
浜

館
を
見
学
し
ま
し
た
。



京
都
府
議
会

池
田
正
義
先
生

京
都
市
会

島
本
京
司
先
生

清政 74号 10

京 都 市 会 神 道 議 員 連 盟
京 都 府 神 道 議 員 連 盟 会員の

ご紹介

日
頃
よ
り
神
道
政
治
連
盟
京
都
府

本
部
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
た
く

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
多
く
の
京
都
の
神
社

や
皆
様
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

八
百
万
の
神
々
に
守
ら
れ
る
我
が
国

古
来
の
尊
い
寛
容
性
と
自
然
に
根
差

し
た
平
和･

平
等
の
精
神
普
及
を
通

し
、
こ
の
神
道
の
価
値
観
が
し
っ
か

り
と
地
域
に
根
付
い
た
社
会
の
活
性
化
に
よ
っ
て
こ
そ
、
日
本
の
伝
統

文
化
が
守
ら
れ
、
未
来
に
継
承
さ
れ
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
を
果
た
し
て
も
な
お
世
界
で
は
、
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
他
の
よ
う
な
戦
禍
や
、
経
済
発
展
に
と
も
な
う
格
差

の
拡
大
、
数
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
、
様
々

な
問
題
に
直
面
す
る
状
況
で
す
が
、
神
道
の
理
念
を
も
っ
て
世
界
の
安

定
と
国
民･

市
民
の
安
寧
、
地
域
と
国
の
発
展
を
追
求
し
、
京
都
に
ふ

さ
わ
し
い
政
策
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
急
激
に
回
復
を
見
せ
る
観
光
振
興
に
お
い
て
も
、
今
後
さ
ら

に
世
界
の
皆
様
が
多
く
の
神
社
を
訪
れ
、
そ
の
深
い
精
神
世
界
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
持
続
可
能
な
観
光
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
伝

統
的
な
文
化
と
新
し
い
価
値
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
目
指
す
社
会
は
地
域
住
民
の
連
帯
を
図
っ
て
皆
様
と
の

絆
を
深
め
共
に
助
け
合
う
世
界
で
あ
り
、
ま
さ
に
神
道
の
教
え
に
基
づ

く
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
で
す
。引
き
続
き
、

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
世
界
に

誇
る
日
本
の
伝
統
や
文
化
を
後
世
に

正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
日

本
に
誇
り
と
自
信
を
取
り
戻
す
た
め

様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
衷
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
先
の
統
一
地
方
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
神
道
政
治
連
盟
の
皆
様

方
の
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
に
は
古
来
よ
り
、
神
社
を
中
心
に
人
々
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
田
を
耕
し
水
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
営
み
を
つ
づ

け
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
そ
れ
を
捧
げ
祈
る
と
い
う
文
化
を
継
承
し
て

き
ま
し
た
。
私
も
田
舎
に
生
ま
れ
神
社
で
遊
ん
だ
こ
と
や
先
輩
か
ら

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
祭
り
な
ど
を
通
し
て
神
様
に
祈

る
こ
と
や
感
謝
を
す
る
こ
と
を
学
び
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
活

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
、
人
口
減
少
や
核
家
族
化
が
急
速
に
進
み
地
域
の
結
び
つ
き

や
人
々
の
絆
が
希
薄
化
し
、
伝
統
行
事
や
祭
り
を
維
持
す
る
の
が
困
難

と
い
う
と
こ
ろ
も
で
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
神
社
の
奉
賛

会
を
中
心
に
祭
礼
を
盛
大
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
地
域
も
多

く
あ
り
ま
す
。

神
道
の
精
神
を
こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
、
伝
統
あ
る
神

社
を
中
心
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
、
発
展
に
努
め
て
い
く
た

め
に
神
道
政
治
連
盟
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
我
が
国
日
本
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



あしあと 事務局からの活動報告
【令和 4年 11月から 5年６月まで】

清政 74号11

	令和４年
11 月 16 日	 京都府戦没英霊追悼慰霊祭	 		100 名参列		〈於	リーガロイヤルホテル京都〉
　　〃	 	 時局講演会	明治神宮国際神道文化研究所	今泉宜子先生100名出席〈於	京都ガーデンパレス〉
　　〃	 	 清政 73号発行
11月 19日	 京都市会議員桜井泰広後援会	梶本部長出席〈於	ザ・プリンスホテル京都宝ヶ池〉
11月 21日	 衆議院議員	勝目やすしの飛躍を期す会		梶本部長出席		〈於	京都東急ホテル〉
11月 26日	 京都市会議員中村三之助講演会	梶本部長出席〈於	ANA クラウンプラザホテル〉
11月 28日	 第 34 回近畿神社庁連合総会		梶本部長出席		〈於	ホテルグランヴィア和歌山〉
12月 1日	 洛西支部神宮大麻暦頒布始奉告祭		梶本部長参列		〈於	松尾大社〉
　　〃	 	 当本部	杉本寿一綱紀委員	告別式	関係者参列〈於	公益社北ブライトホール〉
12月 3日	 兵庫県本部時局講演会	梶本部長出席〈於	シーサイトホテル舞子ビラ神戸〉
12月 7日	 	 沖縄京都の塔慰霊参拝団		24 名出席		〈於	沖縄〉					～ 8 日	 	 	
12 月 9日	 神社庁教化委員会並び関係団体代表者懇話会	関係者出席	〈於	京都府神社会館〉
12月 21日	 役員会		20 名出席		〈於	ホテルグランヴィア京都〉
　　〃	 	 日本会議京都総会並び憲法改正研修会	本部長以下関係者出席〈於	ホテルグランヴィア京都〉

令和５年
1 月 14 日	 京都市会議員桜井泰広君と左京区の未来を創る会	梶本部長出席〈於	京都市国際交流会館〉	
1 月 20 日	 中央本部役員会	梶本部長出席〈於	神社本庁〉
1月 28日	 綴喜支部新年神職総会	梶本部長出席〈於	八百忠本店〉
1月 31日	 京都府知事大嘗祭参列違憲訴訟	第９回口頭弁論	梶本部長傍聴〈於	京都地方裁判所〉
　　〃	 	 京都府神社庁新年神職総会関係団体助成金交付式	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉
2月 9日	 滋賀県本部時局講演会	梶本部長・中嶋事務局長出席〈於	栗東芸術文化会館〉
2月 11日	 紀元祭並び建国記念の日奉祝京都式典	梶本部長以下関係者出席〈於	京都府神社会館神殿〉
2月 14日	 中央本部	第 21 回時局対策連絡会議	北川青年隊隊長出席〈於		参議院会館〉
2月 17日	 京都市会議員寺田一博を囲む会		梶本部長出席〈於	ANA クラウンプラザホテル〉
2月 18日	 京都府神社庁祈年祭		梶本部長参列		〈於	京都府神社会館神殿〉
　　〃	 	 伊勢神宮崇敬会京都府本部理事会評議員会	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉
　　〃	 	 美しい日本の憲法をつくる京都府民の会	企画委員会	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉
2月 23日	 天長祭並び天長節奉祝京都式典	梶本部長以下関係者出席〈於	京都府神社会館神殿〉
2月 25日	 谷口みゆきを励ます会	梶本部長・大垣副本部長出席〈於	ホテルルビノ京都堀川〉
2月 26日	 京都府議会議員渡辺邦子を囲む会	藤森幹事長出席〈於	ウェスティン都ホテル〉
3月 5日	 参議院議員『佐藤正久新春の集い』	梶本部長出席〈於	ANA クラウンプラザホテル〉
3月 8日	 靖國神社慰霊参拝団 28名参列〈於	靖國神社〉
3月 11日	 京都府議会・京都市会神道議員連盟懇談会
	 	 	 	講師 : 参議院議員	有村治子先生	57 名出席〈於	リーガロイヤルホテル京都〉
3月 20日	 京都府議会・京都市会議員選挙候補者へ推薦状並び公約書送付
3月 27日	 令和 4年度京都府神社総代会総会	梶本部長出席〈於	ホテルグランヴィア京都〉
3月 31日	 統一地方選挙（京都府議会・京都市会）	告示日
4月 6日	 中央本部役員会	梶本部長出席〈於	神社本庁〉	
4 月 9日	 統一地方選挙（京都府議会・京都市会）	投票日
4月 17日	 京都府神社庁例祭、神社庁並び総代会関係者合同会議	梶本部長参列〈於	京都府神社会館神殿〉
4月 18日	 京都府知事大嘗祭参列違憲訴訟第 10回口頭弁論	中森事務局員傍聴〈於	京都地方裁判所〉
4月 27日	 日本会議京都運営委員会	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉
5月 3日	 第 25 回公開憲法フォーラム	関係者出席〈於	京都府神社会館〉
5月 7日	 洛東支部総代会総会	大垣副本部長出席〈於	ホテル山楽〉
5月 9日	 吉田神社宮司	澤井隆男大人命	神社葬	梶本部長参列〈於	公益社南ブライトホール〉
5月 18日	 志公会と語る夕べ	関係者 3名出席〈於	ホテルニューオータニ〉
6月 3日	 衆議院議員勝目やすしを育てる会	中嶋事務局長出席〈於	京都東急ホテル〉
6月 6日	 京都府知事大嘗祭参列違憲訴訟	第 11 回口頭弁論	梶本部長傍聴〈於	京都地方裁判所〉
6月 9日	 綱紀委員会並び財務委員会合同会議〈於	京都府神社会館〉
　　〃	 	 役員会〈於	京都府神社会館〉
6月 11日	 衆議院議員『田中ひでゆき君と共に語る集い』	藤森幹事長出席〈於	京都ブライトンホテル〉
6月 12日	 中央本部	役員会	梶本部長出席〈於	神社本庁〉
　　〃	 	 中央本部	本部長事務局長連絡会	梶本部長・中嶋事務局長出席〈於	神社本庁〉
　　〃	 	 故安倍晋三神政連国会議員懇談会前会長慰霊祭並び神政連国会議員懇談会総会及び懇談会
																			 梶本部長・後藤、室川、大垣副本部長・中嶋事務局長・中森事務局員出席〈於	ホテルニューオータニ〉
6月 13日	 中央委員会	梶本部長・後藤、室川、大垣副本部長・中森事務局員〈於	神社本庁〉
6月 19日	 伊勢神宮崇敬会京都府本部理事会評議員会	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉
　　〃	 	 令和５年	第１回定例代議員会	67 名出席〈於	京都府神社会館＞
6月 29日	 伊勢神宮評議員会	梶本部長出席〈於	神宮会館〉



五
月
八
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
五
類
に
移
行
さ
れ
た
が
、
感
染
者
数
は
増
加
傾

向
で
も
あ
り
油
断
は
出
来
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
三
年
以
上
に
わ
た
り
規
制
や
自
粛
ム
ー
ド
に
縛
ら
れ
て
来

た
行
事
・
祭
事
等
が
、
漸
く
本
来
の
形
で
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
観
光
客
の
増
加
に
加
え
、
海
外
か

ら
の
観
光
客
も
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
景
気
回
復
が
望
ま
れ
る
。

五
月
十
九
日
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
平
和
記
念
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
各
施
設
で
、
各
国
の
首
脳

を
迎
え
て
開
幕
さ
れ
た
。
Ｇ
７
首
脳
が
史
上
初
め
て
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
、
慰
霊
碑
に
揃
っ
て
献

花
さ
れ
た
事
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ
収
ま
ら
な
い
中
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
も
電
撃
的
に
駆
け
付
け
議
論
に
加
わ
っ
た
事
。
各
国
の
首
脳
が
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
芳
名
録
に

記
帳
さ
れ
た
事
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
平
和
と
自
由
な
未
来
に
向
け
て
共
有
し
て
い
た
だ
く
事
を
願
い
ま
す
。

副
幹
事
長　

久　

野　

義　

次
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